
NPO法人育てネット　むさしっこ保育園

　　　保育所保育指針において、園の自己評価の実施並びにその公表が努力義務とされています。

　　利用者である園児保護者にアンケート形式で評価及び意見をいただき、その結果に基づいて

　　ところっこ保育園の自己評価を行いました。

　　　本評価結果を踏まえ、今後もより良い保育を提供できるように努力して参ります。

　　なお評価は　A（とても良い）、B（良い）、C（最低限）、D（改善が必要）の4段階で行いました。

A B C D 無回答

1.施設・設備などの安全管理 13% 70% 15% 0% 2% B

22% 76% 0% 0% 2% B

19% 67% 13% 0% 2% B

19% 59% 20% 0% 2% B

・気温、室温、湿度などの衛生環境は常に適切な状態に保持されている。

・衛生管理、安全管理マニュアルを作成し、職員に配布して周知している。

・避難訓練は毎月１回実施。

・ヒヤリハット、事故報告を随時記録し職員間で周知、事例を基に対策等を検討している。

A B C D 無回答

76% 24% 0% 0% 0% A

50% 43% 0% 0% 7% A

70% 26% 0% 0% 4% A

67% 28% 0% 0% 6% A

43% 48% 6% 4% 0%  B

・農園で収穫した野菜を給食で提供。食育活動の一環としても農園を利用。

・食育計画を作成し、発達に則した食事の提供と援助をしている。

・アレルギー疾患児へは、指示書に従い除去食を提供。食器を含め誤食防止の対応を実施。

・離乳食は、家庭での進捗状況を随時共有し、園での食事の様子も踏まえて双方で連携して

　進めている。

A B C D 無回答

76% 24% 0% 0% 0% A

54% 39% 4% 0% 4% B

24% 46% 30% 0% 0% B

3.施設・設備や生活場面での衛生管理

4.災害・不審者侵入時の対応等の安全管理

根拠

（2）食事や健康面など

評価項目

2.施設内の温度や湿度の管理

令和２年度　むさしっこ保育園　自己評価

（1）施設や設備など

評価項目
保護者アンケートによる評価分布（％）

自己評価

自己評価

1.保育時間（7:00～20:00)

自己評価

1.離乳食・給食の献立

2.アレルギーの対応

3.農園を活用した食育への取り組み

4.皆で食卓を囲む大皿について

5.けがや病気などへの対応

保護者アンケートによる評価分布（％）

保護者アンケートによる評価分布（％）

根拠

（3）保育体制、連絡体制など

評価項目

2.延長保育の利用時間（18:00～20:00)

3.登園・降園時の体制



31% 50% 19% 0% 0% B

33% 52% 13% 2% 0% B

31% 52% 15% 2% 0% B

・保育園を運営するために必要な係や業務は分担しており、必要に応じて担当者以外も協力して

　業務を遂行している。

・登園・降園時の体制は保育に必要な職員を常に確保するため、随時確認・修正。

・保護者からの相談には随時対応し。必要に応じて個人面談も実施。

・連絡帳、園だより等で保育園での様子を保護者に周知。

　保育の様子は積極的に写真掲示も活用しながら伝え、成長を共に喜んでいる。

A B C D 無回答

28% 65% 7% 0% 0% B

30% 63% 6% 0% 2% B

44% 43% 11% 0% 2% B

44% 43% 7% 2% 4% B

37% 57% 4% 0% 2% B

28% 63% 9% 0% 0% B

28% 48% 0% 0% 24% B

8.専門家による英語・BP・造形・粘土教室 33% 54% 6% 0% 7% B

・保育所保育指針に基づいた五領域を大切にした保育方針・内容としている。

・欧米の評価スケール(ECERS)に視点を合わせた環境設定、配慮を目指している。

・職員の意識向上のため、園内研修や職員会議の回数を増やすことも必要と考える。

・発達に則した玩具の提供をし、置き方、片付けやすさ等の工夫をしている。

・園だより、給食だよりは発行日を決めて保護者に配布。ホームページでも、毎月園児の様子や

　行事等について公開している。

・専門家による教室、英語・BP・造形・粘土教室等、他園にはない教室、体験等を

　提供している。

総合評価

・感染症対策については、流行状況等を鑑み行政の指導も仰ぎながら、感染拡大防止に努めている。

・行事の開催や保育の公開については、感染症対策を考慮したうえで、可能な方法を適宜検討しながら実施

していく必要がある。

・個々の子どもの姿や子どもの自主性を尊重しながら、集団生活ならではのルールや他児とのやりとり、

保育士との関わりや経験の繰り返しも継続して大事にしていきたい。

・園生活の様子は写真や個別に伝達するなどして、コロナ禍においても開かれた保育を目指して

工夫をしていく必要がある。

（4）毎日の保育内容について

評価項目
保護者アンケートによる評価分布（％）

自己評価

1.園の保育方針や保育内容

根拠

4.子育てに関する相談

5.保護者からの意見等への対応

7.日常生活のケア（乳児）

根拠

6.子どもの発達、生活状況などの情報交換

2.成長発達に応じた保育

3.体験や経験を豊かにつむ保育

4.野外活動について

5.子どもに接するときの保育士の対応

6.保育園からの配布物（園だより等）




